































































を用いても与えられる｡ここで TzH 三 (一三 )が仇 占有 (h 占有 )に対応するが,詳 しくはパウ
リ行列と同形に
T+-CeTco, I- -CoTce,
1
･Z-ち(C!ce-CoTco)
で定義される｡ヤーン･テラー結合が
Lu｡トn∝ QoTx+QETz
であることから,Tが Q方向での上下向スピン状態で対角化され,この際のスピン軸の回転に対し,(少6,
両 )がスピノルと同じ変換性をもつことが,ベ1)-の位相に対応するといえるOこの変換性は,構造的
には,〟 t｡t｡1と交換する有効スピンが存在する為で,これが交換したのは,関与するモー ドが2個のみ
(LKe1-mの中に Tx,Ty,Tzの内2個だけが現われる)ことに由来する｡これから,上の議論が一般にど
の様な場合に成立つかがわかる｡これらの協力的ヤーン･テラー効果等-の拡張も面白い問題であろう｡
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